
－ ２ －

的
で
持
続
可
能
な
財
政
へ
の
転
換

を
図
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
は
昨
年
９
月
に
「
財
政
改
革

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
し
、
県
債

残
高
の 
増  
嵩 
に
伴
い
公
債
費
負
担

ぞ
う 
す
う

が
増
加
す
る
一
方
、
景
気
の
影
響

等
か
ら
県
税
収
入
等
の
安
定
し
た

伸
び
が
期
待
で
き
な
い
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
平
成　

年
度
当
初
予

１４

算
も
「
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
歳
入
歳
出
と
も
に
徹
底

し
た
見
直
し
を
お
こ
な
う
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
景

気
、
財
政
状
況
の
中
で
就
任
１
期

目
の
締
め
く
く
り
の
年
と
し
て
、

更
に
町
の
活
性
化
を
図
る
た
め
今

後
も
最
大
の
努
力
を
し
て
町
政
運

営
に
あ
た
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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予
算
編
成
の
中
で
は
、
国
県
道
、

町
道
、
農
道
等
の
基
盤
整
備
を
は

じ
め
、
個
性
あ
る
地
方
の
活
性
化
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
等
、
地
域

の
課
題
に
重
点
的
に
取
り
組
み
住

民
の
福
祉
向
上
に
努
め
ま
す
。
町

で
は
、
昨
年　

月
と
本
年
２
月
に

１２

「
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
を

開
催
し
、
行
政
改
革
推
進
と
委
員

の
方
々
よ
り
意
見
の
あ
っ
た
「
行

政
改
革
＝
財
政
改
革
で
あ
る
」
と

い
う
視
点
に
立
ち
、
本
年
度
中
に

は
「
財
政
対
策
検
討
委
員
会
」

（
仮
称
）
の
設
立
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
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地
方
分
権
の
推
進
が
実
行
の
段

階
に
入
り
、
地
方
公
共
団
体
が
自

己
責
任
、
自
己
決
定
の
時
代
に
相

応
し
自
主
的
な
合
併
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
に
あ
た
り
新
し
い
行
政
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
に
お

い
て
は
昨
年
４
月
、
広
域
行
政
研

究
会
、
町
政
座
談
会
を
開
催
し
、

そ
の
後
町
内
全
戸
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
結
果
に

つ
い
て
は
、
広
報
を
通
じ
て
町
民

皆
様
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
７
月
に
は
中
薩
地
域
（
川
内

市
を
除
く
郡
内
７
ヶ
町
）
に
お
い

て
合
併
研
究
会
を
設
置
し
、
合
併

の
効
果
を
は
じ
め
課
題
や
地
域
の

将
来
像
、
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
調
査
、
研
究
を
重
ね
ま

し
た
。
そ
の
ま
と
め
と
し
て
２
月

　

日
、
中
薩
地
域
町
政
懇
談
会
が

２５開
催
さ
れ
、
調
査
研
究
報
告
書
が

報
告
さ
れ
る
と
と
も
に
①
中
薩
地

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
議
会
の

１４

開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
行
政

の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
施
政
の
一

端
を
ご
説
明
申
し
あ
げ
、
議
会
そ

し
て
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
９
月
発
生
し
ま
し
た
Ｂ
Ｓ

Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
の
発
生
に

よ
り
、
本
町
の
畜
産
は
、
大
き
な

風
評
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ

に
加
え
本
年
１
月
に
は
雪
印
食
品

の
「
偽
装
問
題
」
が
発
覚
。

　

現
在
町
内
に
は
生
産
牛
１　

２

３
２
頭
、
肥
育
牛
１　

７
０
０
頭

が
飼
育
さ
れ
て
お
り
、
肉
の
消
費

減
退
、
価
格
の
低
迷
に
よ
る
損
失

は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

推
察
い
た
し
ま
す
。
今
ま
で
畜
産

振
興
に
努
力
し
て
来
ら
れ
た
農
家

の
方
に
は
、
精
一
杯
の
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日

も
早
い
価
格
の
回
復
と
安
心
し
て

経
営
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈

り
す
る
次
第
で
す
。
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国
の
平
成　

年
度
予
算
は
、
財

１４

政
面
に
お
け
る
抜
本
的
構
造
改
革

の
第
一
歩
と
し
て
「
国
債
発
行
額

　

兆
円
以
下
」
の
目
標
の
も
と
、

３０「
改
革
断
行
予
算
」
と
位
置
づ
け

ら
れ
、
歳
出
全
般
に
徹
底
し
た
見

直
し
と
思
い
切
っ
た
縮
減
、
重
点

的
な
配
分
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
方
財
政

対
策
と
し
て
地
方
公
共
団
体
は
、

地
方
分
権
の
時
代
に
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、

徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
と
と
も
に
歳
出
の
見
直
し
に
よ

る
抑
制
と
重
点
化
を
進
め
、
効
率

域
合
併
研
究
会
は
２
月　

日
を

２５

も
っ
て
解
散
し
７
町
で
の
調
査
研

究
は
終
了
す
る
。
②
調
査
研
究
報

告
書
を
も
っ
て
早
急
に
議
会
に
報

告
す
る
。
③
本
年
５
月
末
日
を
目

途
に
同
一
資
料
で
住
民
へ
の
説
明

を
終
え
、
そ
の
後
住
民
の
意
向
を

踏
ま
え
具
体
的
に
検
討
に
入
る
。

以
上
が
確
認
事
項
と
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
こ
の
確
認
事
項
に
基
づ
き
町

政
座
談
会
を
開
催
し
、
町
民
皆
さ

ん
に
説
明
し
な
が
ら
議
論
を
深
め

て
ま
い
り
ま
す
。
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昭
和　

年
度
に
制
定
さ
れ
ま
し

４６

た
預
金
保
険
法
に
基
づ
き
、
こ
れ

ま
で
全
額
保
護
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
よ
り
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
場
合
、
預
金
保
険
機
構
が
一

金
融
機
関
一
人
（
一
法
人
）
あ
た

り
１
千
万
円
を
限
度
と
し
た
預
金

者
へ
の
保
険
支
払
、
い
わ
ゆ
る
ペ

イ
オ
フ
が
定
期
性
の
預
金
は
本
年

４
月
か
ら
、
普
通
預
金
等
は
平
成

　

年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

１５町
に
お
い
て
は　

億
円
を
超
え
る

２０

　

の
基
金
で
、
行
政
全
般
に
わ
た

１８る
運
営
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
済
不
安
、
社
会
情
勢
の
不
透
明

感
の
中
、
町
民
の
貴
重
な
財
産
に

　

平
成　

年
３
月
、
定
例
議
会
に
お
い
て
、
山
口
町
長
が
平

１４

成　

年
度
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
。
数
多
い
課
題
に
積

１４
極
的
に
取
り
組
む
、
山
口
町
長
の
今
年
度
の
方
針
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。
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